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「基礎練習を深めよう」 

場所：横浜市立本郷小学校 

○本郷小学校金管バンドについて 

・本郷小学校のマーチングバンドは校内特設クラブに位置するもので、今年度は 3年生から 6年

生までの児童 36名で活動している。毎週火曜日と木曜日の朝 7時 30分から 8時 10分までの

朝練習のほか、発表会本番前などに不定期に土曜練習を行うなど、精力的に活動している練習

の様子を公開していただいた。ちょうど今年度の夏のコンクールに向けての練習が本格的に始

まったところであり、どのメンバーも一所懸命にロングトーンなど基礎的な演奏はもちろん、

セクション練習やドリル練習に取り組んでいた。 

○活動のようす 

・金管パートは体育館でドリル練習、打楽器パートはピットとバッテリーに分かれ教室で曲練習

を行っていた。どちらにも指導に当たる教員はもちろん、地域の経験者、卒業生の方が講師と

して指導に当たっていた。子どもたちは講師とも信頼関係を築きあっており、笑顔の絶えない

活動風景であった。上級生が中心となって声をかけ合う姿が見られ、子ども達それぞれが見通

しをもって活動に取り組んでいたのが印象的であった。 

○活動終了後の研修会 

 ・児童の下校後は管楽器部会員と、地域の講師の方にも一部ご参加いただき、情報交換などと

いった研修会を行った。本郷小学校の特設クラブは学校経営案の中に教育活動として記され

ており、子どもの人間性・個性の育成や伸長に重要な位置づけがなされていることや、地域

との連携についてなどが主な話題となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校教育における組織としてのマーチングバンドにおいて、地域や保護者との連携、指導者

の確保といった課題はよく聞かれるものである。本郷小学校は地域との基本的な連携、協力

体制ができあがっており、また学校経営案に即した運営がされているとあり参考になる部分

も多く、とても充実した部会であった。 

・本郷小学校はマーチングバンドとスポーツクラブ 2 種類の特設クラ

ブがあり、ほとんどの児童はどちらかに所属している。どちらも地域

から指導者として参加してくださる方が何人もいらっしゃるなど、地

域とも密接に関わりがある。 

・夏季練習などは保護者会が中心となり、練習場所の確保や引率などを

行っている。マーチングや楽器演奏の経験者も多くおり、朝練習にも

参加し指導していただく機会があるなど、非常に密接なかかわりがあ

る。 

・今後は職員が誰でも指導していけるよう仕事内容を精査し、引継ぎを

していく必要がある。練習時間などをどのように確保していくか、地

域の協力者・講師との関係をどのように作っていくかをよく考えてい

くことが大切であると感じる。 



 


